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飛 鳥 藤原宮発掘調査概報

藤原宮第16次 (南 )の調査 ――一――十一
~―一一―十~~ 3

藤原官第17次の調査 一 ―――――――
十一―一―――一―-10

藤原宮第18次の調査 (附18-7次 )―――一十~――一―-16

大官大寺第 2次 の調査 ―一―一――一一―――――十一―――-25

和田廃寺第 2次 の調査  ――一――十一十一一一―キーーーーー38

田中遺跡の調査  一一――――――――――――――一―一―一一一-47

本薬師寺西南隅の調査  一一―十~~~十一十一――――一―-49

川原寺の調査 ――――一――十一――十一十一―――――――-55

飛鳥・藤原宮跡発掘調査部は,昭和50年度の調査 として,藤原宮,大官大寺 ,

和田廃寺,本薬師寺,チキ1原 寺,田中遺跡等の発掘を実施 した。

藤原官では,第 18次 までの調査を終了 した。第18次調査においては,藤原宮

北面中間の確認という所期の目的を達成するとともに,朱雀大路官内延長部の

遺構を検出し,藤原京条坊の復原についての重要な資料を得ることができた。

大官大寺の調査は,中門・南門・回廊遺構の確認を目的として実施 し,南門

跡こそ確認 し得なかったが,中間及び南面回廊の遺構を検出した。

和田廃寺では,「 大野塚 」を中心とした一帯を発掘 し,「 大野塚 」の土壇が

塔跡であることを確認 した。また,7れ 10世紀にわたる多数の掘立柱建物跡を

検出したが,そ れらの性格の解明についてはなお問題を残 している。

本薬師寺の調査は,市営住宅への進入路建設に伴って実施 し,藤原京内で初

めて大路の存在を確認することができた。

田中遺跡の調査は家屋の新築に伴 う事前調査として実施 したものである。
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飛鳥 。藤原宮発掘調査地区一覧表

遺跡調査次数 韓 調査面積 調 査 期 間 地 籍 地 番 所 有 者 備  考

藤原宮 17※

18※

18--1

18--2

18‐-3

18-4

18-5

18-6

18-7※

6AJH 26.2α 50.4.3′�50.6.14

50,10.1-50.11.4

橿肺 帥 52
57.58。 60-62
63-2.64-1,2
65-1

橿  原  市 (右京7条 1
坊 )

市能 建設

6AJE 26 α 50.6.3ヘン51.1.12 麟 帥
石田75.76
77-1-2

中 井 達 雄

高 岡 嘉 明

吉 井 万二郎

蘇 割 晒 中
門の確認

6AJE ■2α 50.5,2-50 5,10 橿原市縄判 戊垣
〆司175-1 下 村 一 男 資材置場造成

6AJF 0,3α 50.6.4
橿原市縄手町
168-1 浅 田 利 和 作業場建設

6AJE 2.2α 50.5,30ヘツ6.2
橿原市醍醐町
86-2 ゴヒ 村 喜す郎 穴屋新築

6AJC 0.18α 50,7.3～ 7.7
橿原市高殿町
284-2 諜 田 好 つ

`

舞

6AJG ■52 50.8,11-9.17 橿原市牙孵 下
舟田150.151

宗 川 宗太郎
宮西辺官衝の
確認

6AJF 0.3α 51.1.8
橿原醐 町相汗
314-5

塩 見 一 夫 農J遅の議

6AJC 0.03α 51.2.25～ 26
橿原市高殿町
291-1 中 西 利 一 筵 蝉

大 官 大寺※ 6BTK 28 α 50.5.6-51.1.30 明日香村大字小山
八ケ坪 440～ 445

豊田 希賄 工門

下 出 あ螢 [

大 門 宏 亘

中間の確認

和 田廃 寺※ 5BWD 28.62 50。 10.20-51.4.3 橿原市和雌 ト
ン田409
410-1.414

字伊,田 411-1
413-1

吉 井 桂 一

東 口 義 信

東  芽■郎

北 村 秀 男

和田廃寺中心
鱚 聴

原 寺 ※ 6BKH 0.42 51.1.12^フ 14
明日番村夫刊 II原
10-1。 11-1。 12

明 日 香 村
バス雰翌膨蒻茎
設

原 寺 ※ 6BKH 0.lα 51.1.12
明日香村大字川原
10-2

県 県水道工事

田 中 遺 跡※ 5ATN &5α 51.1.14～ 51.3
橿原市田鰤
222-1

辰 見 清 一
(推定田I辛宮
跡)疑謝礫

本薬師寺跡※ 6酬に 45α 51.1.22ヘン2.27 橿原市城殿町 橿  原  市 端

※本概報に収録 -2-



藤原宮第16次 (南 )の調査

(昭和50年 1月 ～昭和50年 3月 )

調査地は『 概報 5』 で報告 した第16次 (北 )地区に南接する水田で,北地区

の調査に引続いて調査を実施 した。調査区の南東が,大極殿院を構成する西協

殿に近接するため,こ れに接する範囲までを調査対象とした。

検出した主な遺構には,北地区でその一部を検出している建物 SB1751・ 道

路 SF1832の 南延長部分の他に,掘立柱建物・柵・井戸・土羨・濤などがある。

これらは藤原宮造営以前 (A期 )。 藤原宮期 (B期 )お よびそれ以後のものに

分かれる。

藤原宮期 (8期 )の遺構には掘立柱建物 SB1751・ 柵 SA1825が ある。 SB

175引ま北地区で桁行 3間分を検出していた建物で ,梁行 2間 (6.4物 )・ 桁行 7

間 (22.4陶 )の南北棟である事が判明した。 SB1751は 南北道路 SF1832を 廃

し側濤を埋めたのちに建てられている。柱穴は一辺約 1.4η の方形ですべてに

柱抜取痕跡がある。この建物は,調査区内を西南から東北に走る砂層の上に建

てられているため,柱掘形の底には円礫や瓦片を敷いて不等沈下に備えている。

なお,底 に敷 く瓦として軒平瓦 6647Aを 用

いたものがある。柱間は桁行梁行共 3.2陶

(11尺 )等 間に割りつけている。建物の西側

柱列は内裏西外郭柵から東ユ■8陶 (4Cl尺 )の位

置にある。 SA1825は SB1751の 東 3.8陶

(13尺 )に これと平行 して建てられた 7間

(23.6η )の南北柵である。柱間は 2.8物 ～

4.0駒 と一定でなく,特 に南北の両端間が広

くつ くられる。sB1751の 目隠 し塀であろう。

大極殿院西回廊と内裏西外郭柵とで狭まれた

部分の北半部におけるB期の遺構はこれのみ
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であり,こ の部分の大半は空間地とされていたことを確認 した。大極殿回廊や

西脇殿に関係する遺構は存在 しなかったが,そ れらの廃棄に関わる遺構として

土羨 SK1782・ 1792を検出した。これらは凝灰岩片と藤原宮の瓦を含む不整形

な土娠で,瓦 に完形に近いものが多い。丸瓦・平瓦の他に軒丸瓦 6281A・ 軒平

瓦 6641F各 1点が出土 している。

(A期 )の遺構には南北道路 SF1832の 他 ,掘立柱建物 16・ 柵 4・ 井戸 2が

ある。 SF1832は 北調査区で東西道路 SF1 831と 交差 しており,今回はその南

延長部分で都合 65物 分を検出した事になる。道路は藤原京条坊地割に一致する。

その両側濤埋土には 7世紀後半の土器類が含まれるが瓦の出土を見ない。これ

は第16久北調査や第 5～ 9次調査における所見と同様である。

SF1832の 東で多数検出 した小規模な掘立柱建物は軸線の方位に多様性があ

り,N15° WからN5° Eの範囲にわたるが ,こ れらはおよそ,西 に偏するもの ,

方眼北に近いもの,東に偏するものに大別され|そ の中での細分を含めて 5類

に分けられる。

I類は方眠北に近いもので, SB1775。 1785。 1816・ 1822・ SA1789。 1813が

ある。 SB1775は 桁行 3間以上の東西棟で柱間は 2.lη 等間である。西妻柱穴

が検出されず ,梁行が 4.6陶 と広 くなる事から,建物と柵とに分離される可能

性もあるが ,東 。南方

が調査区外になるため

不明である。 SB1785

は 2間 (4.Oη )X2間

(3.0陶 )の南北棟であ

る。 SB1816は 2間

(3.Oη )× 2間 (3.0町 )

の建物で,SB1814よ

り新 しい。 SB1822も

2間 (2.4η )× 2間

(3.0陶 )の 東西棟であ第16次 (南 )調査地全景 (北から)
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るが西妻柱と北側柱 2本分の柱穴を欠 く。 SA1789は 2間 (3.6物 )の南北柵で

柱間 1.8陶 等間である。建物の西妻となる可能性もある。 SA1813も 2間 (3.5

糊 )の南北柵である。

工類は北で東に 1°ガ振れるもので SB1797・ 1800・ 1801が ある。 SB1797は

南半が調査区域外におよぶため規模は不明であるが,3間 (6.8翻 )分を検出し

た。柱間はそれぞれ 2.4・ 2.4・ 2.lηである。 SB1801は 桁行 2間 (&2翻 ),梁行

1間 (2.7糊 )の南北棟で東側柱列を SB1797の 東側柱列とそろえている。 SB

1800は 2間 (4.Oη )× 2間 (4.4脇 )の東西棟である。 SB1737は 北地区北端

で検出した桁行 3間 (6.3物),梁行 2間 (4.2η )の東西棟である。工類と同様

の建物方位を持 っている。

Ⅲ類は北で西に2°訂振れる建物方位をもつものである。 SB1795は 3間 (36

陶 )× 3間 (4.5η )の東西棟で,柱間は桁行が 1.5陶 ,梁行が 1.2解 の等間で

ある。 SB1802は 3間 (5.1町 )× 2間 (3.2糊 )の東西棟で桁行柱間 1,7陶 等間 ,

梁行柱間 1.6“ 等間である。 SB1810は 3間 (4.2“ )× 3間 (3.6糊 )の 南北棟

である。

Ⅳ類は北で東に5°V振れるもので,Ⅲ類と同様に柱間寸法が整い,さ らに比

較的大きい柱穴をもつという共通の特徴を有する。 SB1790は 3間 (4.5靱)x

3間 (3.6陶 )の南北棟で桁行柱間 1.5翻 等間 ,梁行柱間 1.2翻等間である。

SB1796は 梁行 2間 (3.6陶 )の南北棟で,桁行は 2間分 (3.6物 )を検出した。

柱間は桁行梁行共に 1.8陶 等間である。 SB1819は 2間 (4.8陶 )x2間 (3.0

駒 )の南北棟で,柱間は桁行 24η 等間 ,梁行 1.5η等間である。 SA1829は

3間 (4.5η )の東西柵で,さ らに西に続 く可能性がある。柱間は 1.5陶 等間で ,

東から 2本 目の柱穴が SF1832の 西側濤にこわされており,条坊施行以前の遺

構とみられる。 SB1755は 北地区で検出した,桁行 3間 (5.4紀 )の東西棟の一

部である。柱間は 1.8糊等間。

V類 は北で西へ 7°～15°振れるもので火 SB1820・ 1814・ 1815。 SA1821がある。

SB1 820は 桁行 3間 (4.8物 ),梁行 2間 (3.6陶 )の 東西棟である。 SB1814は 2

間 (3.6物)X2間 (2.8翻 )の南北棟で,SB1816の 柱穴と重複 し,SB1816よ
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り古い建物である。 SB1815は 2間 (3.2陶 )× 2間 (3.lη)の南北棟で SB

1814の 柱穴にほぼ全体が重なって検出され,SB1814の 建て替えとみられる。

SA1821は SB1822と 重複 しそれょり古い南北柵である。 5間分 (103陶 )検

出した。

以上の如 く,建物の方向性を基準として分類すれば五つのグノンープに分ける

ことが可能である。但 し,こ の分類がそのまま時期の差に結び付 くか否かにつ

いては,な お詳細な検討を要するが,こ れらの分類の中で柱筋を揃えた建物
『

置を認識できるものがあり,ま た,柱穴の大きさや柱間のあり方に共通 した

徴が認められるなど,そ れぞれ時期差を反映 した一群として把握することも ,

能である。もし一群と考え得 るならば,重複関係からはV類が I類 より古い事 ,

Ⅳ類が条坊より古い事がいえる。また,第 5～ 9次調査の成果を参考にすれば ,

建物方位が条坊の方位と著 しく異なるⅣ・ V類については,条坊施工後に建て

られたものとは考え難い。さらに,V類の建物で あるSB1819の柱穴からは ,

建物廃棄時に一括投棄された状況で, 7世紀後半の土師器が出土 しており,こ

の建物が条坊施工時に廃棄された可能性を示 している。つまり,条坊施工時 ,

またはそれ以降に建設された可能性を残すものは I・ I・ Ⅲ類の比較的方眼

に近 い グ 7L/― プ (N2° ttW～ Nl° 20テEを含 む )で あ る と言 え よ う。 しか し ,

れら相互の先後関係についてはさらに慎重な検討を要するであろう。

上述 した小規模な掘立柱建物に関係する遺構に丼戸 2基がある。 SE1780は ,

藤原宮廃絶後の土羨 SK1782の 下層で検出 したもので,直径 1.2糊深さ 1.5陶

の素掘りの井戸である。埋土から7世紀後半の土器類が出土 したが,芥皿類が

少なく,土師器密 Aの 体部が多い特徴がある。 SE1805も 素掘りの井戸である。

直径 0.6陶 深さ0.6糊 で遺物も SE1780と 近似 している。共に藤原宮の造営に

あたって廃棄されたものであろう。

藤原宮以前の遺構には,他 に, SK1791がある。これは SK1792の下層で検

出 した直径 2切 深さ0.2陶 の不整円形の土羨で,埋土に紐文式土器とナヌカイ

トの象J片 を多量に含んでいた。また調査区の各所から縄文・弥生時代の遺物が

出土 しており,付近にその時代の遺構の存在する可能性があろう。なお,調査
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区の東南に蛇行する濤 SD1787が あるが,そ の性格は不明である。

藤原宮以後の遺構には,図示 していないが調査地全域を東西・ 南北に走る多

数の細濤がある。細濤は耕作に関係するものとみられるが,調査地西半に藤原

宮の瓦を多 く含むもの,東半に土器を多 く含むものがあり,瓦器を含む濤を含

めて掘られた時期に小異があるものと思われる。調査区の西南隅にある 3つの

土羨 SK1826。 1827・ 1818は いずれも直径約 2糊深さ約 0.4η の不整円形の土

壊で,中に15～ 30例大の花開岩が多数入っており,中世以降の土羨墓である可

能性がある。

類 遺 構 柱間数
総 長 働 )

建物方位 考備
更 西 画耳】竹

類

SB1775東西標
SB1785南北棟
SB1816

SB1822東西棟
SA1789南北柵
SA1813南北柵

1× 3以 上

2× 2

2× 2

2x2

2

2

6.3以上

3.0

3.0

3.0

4.6

4.0

3.0

2.4

3.6

3.5

O∬

″

0

″

″

″

″

Ｉ

類

SB1737東西棟
SB1797東西棟
SB1800東西棟
SB1801南北棟

3X2

?× 3

2X2

2Xl

6.3

6.8

4.4

2.7

4.2

?

4.0

3.2

N l°2J E

″

″

″

北調査区

SB1801と ラ煮偵J
柱をそろえる

Ⅲ
類

SB1795東西棟
SB1802東西棟
SB1810南北棟

3× 3

3X2

3× 3

4.5

5.1

3.6

3.6

3.2

4.2

N 2° 3」 W
″

″

Ⅳ

類

SB1755東西棟
SB1790南北棟
SB1796南北棟
SB1819南北棟
SA1829東西柵

?× 3

3× 3

2以 上 x2

2× 2

3

5.4

3.6

3.6

3.0

4.5

?

4.5

3.6以上

4.8

N5°こ」 E
″

〃

〃

″

北調査区

S「略32よりiれヽ

Ｖ

類

SB1820東西棟
SA1821南北柵
SB1814南北棟
SB1815南北棟

2× 3

5

2× 2

2X2

4.8

2.8

3.1

3.6

10.3

3.6

3.2

N7° 4げ W
″

N15° lCr W

N8°TW

SB182よりれ ヽ

SB1816より古い

SB1814の建替え

第 16次調査 A期建物一覧表
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藤 原 宮 第 17次 の調 査

(藤原京右京七条―坊 )

(昭和50年 4月 ～昭和50年 6月 。同10月 ～同11月 )

この調査は橿原市営住宅の建設に伴う事前調査として実施 した。調査地は藤

原宮南門の南約 200ηに位置 し,藤原京条坊の復原によれば,朱雀大路の一部

と右京七条一坊の地にあたる。また調査区の南は日高山瓦窯に接 している。 し

たがって,調査の主要な目標を条坊地割と造瓦に関連する遺構の追求においた。

調査の結果 ,柵・井戸・濤・炉跡・土羨等の遺構を検出 した。これらは,藤

原宮の時期に属するものと,そ れ以降のものとに分れる。

藤原宮期の遺構としては,濤 SD1845・ 1856, 柵 SA1855,井 戸 sE1850・

1860,鋳 造炉跡 SX1847・ 1848・ 1849な どがある。

東西濤 SD1845は ,日 高山丘陵の裾の緩斜面を一部削平 して掘られた素掘り

の濤である。幅 1.2物 ,深 さ0.5物 を測る。長さ45η にわたって検出し,東は

さらに調査地外へ続き,西 では日高山西裾近 くで途切れる。この濤の位置は七

条条間小路南側濤の推定位置に一致するが,対応する北側の濤は検出していな

い。濤の埋土は二層に分れる。上層には焼歪んだ瓦や瓦窯壁に用いたと思われ

る蜂 ,焼土 ,木炭等が

多量に含まれていた。

ただ ,そ の殆どは日高

山瓦窯に近接 した部分

に集中 している。これ

らの瓦類は,お そらく

日高山瓦窯で焼成され ,

焼損などのために廃棄

されたものが堆積 した

状況とみられる。下層

からは藤原官期の土器第17次調査地周辺地形図 (縮尺 4000分 の 1)斜 線部は次頁に図示

-10-



および瓦が断片的に出土 している。

SD1845が西で途切れている所から 9糊西に南北濤 SD1856が ある。幅 0.5

～ 0.7陶 ,深 さ0.2物 の素掘りの濤である。この濤の位置は一坊坊間小路西端

の位置に相当する。 しか し,小路の東を限る施設は検出されなかった。

SA1855は SD1856の 西 1.5ηを隔てて建つ南北柵である。中間の未調査部

分を含めて27間分 (59.3糊 )を確認 した。南北方向いずれも,さ らに調査区域

外に続 く。柱間寸法には広狭があり,2.0～ 2.15陶の範囲でばらつきがみられ

る。また,調査区北端近 くで柱間が 2間分 (4.0糊 )開 いた箇所があり,柵間の

通路と思われる。

SE1850は SD184 5の すぐ北側に位置 し,径 4.8～ 5.2陶 の不整形な掘形を

0____」と___二雪M

第17次調査遺構実測図
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もった井戸である。井籠組の井戸枠が 5段残 っており,内法が 0.8X09糊 ,

深さ約 1.5陶 を測る。井戸の内部には多量の藤原宮式の瓦片と,蜂が堆積 し,

他に型押忍冬文の軒平瓦 1点 と考千の藤原宮期の土器 ,ふ いご羽口,木簡等が

出土 した。木簡は 9点出土 し, うち主なものとしては

1  「 丹盤国加佐郡白薬里大贄久己利魚陪―斗五升和awl二年四月 」

2餞)「 詔軽阿比古呆安 」

Θ「休マ相諸1回笛呂田□」
3ω 「 参出 十四日急 」

懐)「 コ六取者乙
記
乙

がある。

なお,こ の井戸の掘形からも藤原宮の時期の土器が出土 している。

SE1 860は ,南北柵 SA1855の西方で検出した井戸である。 2.5× 1.8町 の

不整な長方形平面の掘形をもち,井籠組の井戸枠が 3段残存 していた。井戸枠

の内法は 0.7× 0.8陶 ,深 さ0,7η である。埋土から若干の土器・瓦片が出土

した。

SX1847・ 1848・ 1849は SE1850の 東方 , SD1845の 北側で検出 した炉跡状

の遺構である。いずれも径 0.5陶 前後 ,深 さ 0.2糊 程の浅い土羨状の凹みで ,

内面が強 く焼けている。

内部及び周辺部からは

焼土・木炭・銅滓を検

出 している。おそらく

小規模な鋳造房の遺構

であろう。周辺から出

土 した 2点の溶範の存

在 とあゎせて,こ の一

帯に鋳造工房があった

ことを窺わせる。

なお,調査地の東端
第17次調査地全景 (西から)
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に朱雀大路の西側濤を予想 していたが調査範

囲内では確認されなかった。さらに,調査区

西端は一坊大路の推定位置にあたるが,該当

する遺構は何ら検出していない。

この他 ,藤原宮以後の遺構として,平安時

代の濤および土羨と,中世の小濤を多数検出

した。

出土遺物には多量の瓦類の他 ,土器・溶花・ふいご羽口・木簡等がある。こ

のうち,日 高山瓦窯に関連する軒瓦を中心として簡単に紹介する。

軒丸瓦は 6233A・ 6274A・ 62751・ 6279Aの 四型式が出土 した。

6233Aは ,外区外縁を素文とする複弁 8弁蓮華文で,中房に 1+4+8の 蓮

子を間弁の延長線上に整然と配する。外縁は上面を平担に箆削りする傾斜縁。

Aに はAaの 徳型に中房周縁の圏線を彫 り加えるAbと ,さ らに中心の蓮子と

1重 目の連子を結ぶ凸線を彫り加えるAcが ある。

6274Aは ,外縁に線鋸歯文をめぐらし,蓮弁を肉彫り風に表わす複弁 8弁蓮

華文。外縁は傾斜縁で,上面に 1条の隆起線をめぐらし,そ の上を箆で削る。

Aに はAaの億型の蓮子の周囲に,円圏を彫り加えるAbと ,さ らに中心の蓮

子と 1重 目の蓮子を結ぶ凸線を彫り加えるAcが あるが,今回はAaと Abが

出土 した。

6275Hま ,外縁に線鋸歯文をめぐらす 8弁蓮華文で,蓮弁はやや細長い。外

縁は上面を平担に箆削りする傾斜縁。

6279Aは ,外縁を線鋸歯文とし,62751に 似た蓮弁の複弁 8弁連華文である

が,中房の連子が 1重にめぐる点が異なる。外縁は傾斜縁で, 6274と 同じく

上面に 1条の隆起線をめぐらす。

軒平瓦は6643A―型式のみが出土 した。 6643Aは ,上下外区,脇区ともに珠

文をめぐらし,内 区に右から左へ偏行する唐草文を配する。偏行唐草文の連続

波状の茎から派生する支葉は,い ずれも茎にとりつかない。億型に縦の傷がつ

く例も出土 しているが, これに支葉が茎にとりつ くように彫 り直 したAbは 出

S E 1850
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型押忍冬文軒平比 (縮尺 4分の 1)
げ桶巻作 りで成形 し,凸面に

縄叩き目と刷毛目を残す例が多い。側面は分割後未調整のものが圧倒的に多い。

英斗瓦・面戸瓦は,いずれも平瓦・丸瓦を焼成前に分割 して作る。

日高山瓦窯で焼成された瓦として,従来 , 6274舶 知ゞ られていたが,今回 ,

軒丸瓦三型式,軒平瓦―型式の新資料を加え,九・平瓦についても多くの資料

を得ることができた。これらは,藤原宮所用の屋瓦生産の実体を解明する上で

貴重な資料といえよう。

なお,こ の他,忍冬文を型押 しした軒平瓦が 2点出土 している。スタンプの

単位文様は若草伽藍出上のものと同型式であるが,若草伽藍の例では型を上下

交互に押すのに対 し,本例はいずれも下向きに押 している点が異なる。胎土 ,

焼成などからみて,日 高山瓦窯で焼成 したものとは考え難い。

上述のように,今回の調査の主要な目的は従来の研究成果から想定 した藤原

京条坊の実態を究明することにあった。調査の結果 ,条坊地割に関連すると考

え得る二,三の遺構を検出したとはいえ,そ れらをただちに条坊地割の遺構と

断定するには多 くの問題を含んでいる。たとえば,東西濤 SD1845を 仮に七条

条間小路南側濤とした場合 ,対応する北側濤は存在せず,条間小路の道路敷の

部分に,藤原宮期の井戸 sE1850や ,炉跡 SX1847等が存在することになる。

一方 ,南北濤 SD1856と SD1845西端との間に坊間小路が通るものとみても,

SD1856に 平行 して建つ南北柵 SA1855は 七条条間小路を閉塞するという問題

が残 っており,こ れらの遺構が条坊地割に関連するか否かについて,今回の調

査結果からだけでは即断 し難い。ともか く,今後 ,こ れらの遺構の時期区分等

に関 して,よ り細密な検討を加える必要があろう。さらに,こ の一帯の条坊計

画の施行について,調査地に南接する丘陵の存在が,ど のような影響を与えて

いるのかという問題についても,一層の検討を経ねばならないと考える。
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6233-Aa

6233-Ac

6233-Ab

6274-Aa

S D 1845出 土軒瓦 (縮尺 4分の 1)
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藤 原 宮 第 18次 の調 査

(昭和50年 6月 ～昭和51年 1月 )

この調査は,大極殿土壇の北方 380η に位置する藤原宮北面中間推定地を中

心として,そ の周辺部を含む約 2650″ の範囲を対象としたものである。今回

の調査地の東に接する地域は,かつて国道 165号線バイパス建設計画に伴 う事

前調査の一環として,奈良県教育委員会による発掘調査 (昭和41～ 43年 )が行

なわれており,藤原官北面大垣 SA140と ,そ の南北を東西に流れる2条の濤

SD143,145な どが検出されている (奈良県教育委員会『 藤原宮 』昭和44年 )。

今回の調査は,こ うした現在までの調査成果から推定される北面中間を検出 し

て,そ の位置および規模 。構造を確かめること,ま た,その成果と,第 1次調

査として実施 した宮南面中間の調査成果とを合せて,現在なお不明確なままに

なっている藤原官の中軸線を確定すること,以上の 2点 を主要な目的として実

施したものである。

検出遺構は,藤原宮造営前 (A期 ),藤原宮期 (B期 ),そ の他に分れる。

B期に属するものには内濠 SD143と 外濠 SD145,外濠 SD145に接続 して北流

する南北濤 SD19ol―

B, SD145`こ んゝけらイ化

た橋の橋脚 &X1902,

そ して 3個の土羨 SK

1903・ 1904・ 1905舎幸

があり,他 に SB1900

および SA14oの造営に

際 して埋められた南北

濤 SD1901-Aが ある。

A期 の遺構としては ,

南北道路 SF1920(条第18次調査地全景 (南か ら)
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坊朱雀大路計画線 )と 2棟の掘立柱建物 SB1910・ 191】 ,それらに伴う3個 の

土羨 SK1913・ 1914・ 1915他 がある。今回の調査地域では,さ らにこの道路

SF1920建 設以前の遺構として,そ の東側濤 SD1921に 重複 して南北濤SD1925,

西側濤 SD1922に 重複 して西北方向に流れる 2本の自然流路 SD1923 SD1924

を検出した。

北面中門 SB1900は ,桁行 5間 (総長 25.2η),梁行 2間 (総長 10.1陶 ),

柱間17尺 (5.04糊)等間の平面規模を持つ大規模な礎石建物であり,そ の規模

は平城宮朱雀門に一致する。後世の削平のため,基壇土や礎石すえつけ痕跡

(根石など )は 全 く検出されなかったが,礎石すえつけ位置に限定された一種

の掘込地業の痕跡から,そ の規模を知ることができた。礎石下の掘込地業は ,

方 1.8割 前後の不整方形の穴を掘り,そ の内部に灰色粘質土と茶褐色土を厚さ

5側 前後の互層につきかためた構造のもので

ある。東西の側柱列 ,こ とに南北濤 SD1901

の埋めたて部に位置する,東側柱列に当る穴

では,そ れに加えて大量の石を穴の底部に敷

きつめており,礎石の不等沈下に対する配慮

がみられる。 SB1900に 伴 う基壇やそれをめ 地業の栗石 (S B1900)

A期

SF19 20

SD1921

SD19 2

SB19 10

SB19 11

SK19 13

SK1 9 14

SK1915

朱雀大路計画線

SF1920東側濤

SF1920西側濤

2X4以 上

1× 4以上
B期

SD1901・ A

SA140

SD143

SD145

SD1901・ B

SB1900

SX1899

SX1902

SK1903

SK1904

SK19o5

木簡 ,瓦出土

北面大垣

内濠

外濠

北面中F日・礎石劇疹 2× 5

SB1900の 足場

橋脚

木簡出土

劃

SA19罰

SA19 31

懲賀盗也上ょり新
平安時代後半

第 18次調査 主要遺構一覧表
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ぐる雨落濤などの痕跡は全く遺存 しなかったが,外濠 SD145上層より出土 した

凝灰岩切石片の存在から,恐 らく凝灰岩切石で化粧 した基壇を持つものであっ

たと考えられる。

北門 SB1900に 伴 う足場 SX18 99は ,方 0.6紀前後の掘立柱穴から成るもので ,

SB1900の柱位置の間にはばその柱筋をそろえてあるものと,SB1900の 外周

をめぐる 1列 を検出した。柱穴にはいくつか柱痕跡を残す例があり,ま た抜 き

取 り跡が全く認められなぃことから,恐 らく基壇上面の化継前にその上半部を

切り落 したものと考えられる。なお,足場の柱材には径 15切程の円柱を用いて

いるが,他 に補強材として用いたと思われる角柱を伴うものがあった。

北面大垣 SA14 Ыま,北面中門以西で 2間分 ,北面中F尋以東では,未調査の12

間分を含めて,総長 68.6陶 ,26間分を検出 した。柱間にはややばらつきがある

が,平均 2.64物 (9尺 )の等間に復原できる。なお調査範囲内では,脇門に相

当する施設は検出されなかった。

内濠 SD1 431ま SA140の南 12.0物 (40尺 )を東西に流れる素掘りの濤で,幅 1.5

～ 2.0脇 を測る。埋土より大量の瓦と土器,木簡 2点が出土 した。

外濠 SD14 ЫまSA140の北 23.6陶 (30尺 )に位置する。幅 4.5～ 5.5陶 の大規

模な濤で,こ の濤もまた素掘りである。調査地区中央で,北流する南北濤 SD

1901-Bに 接続するため,こ の部分では SD

145南岸が幅20η に亘って大きく削り取 られ

ている。また SD145の西半 ,北門 SB1900の

中央間に対する位置には,方劾例余の角杭を

打ち込んで橋脚とした SX19o2が ある。この

上に橋桁をゎたして,橋 としたものであろう。

内濠 SD143で は,こ のような橋の施設を検出

しなかった。濤幅がせまいため,直接板材を

わたすなど,よ り簡単な構造のものがあった

のかもしれない。外濠 SD145の 埋土からは ,

瓦・土器・木製品とともに, 500点を越える

-18-
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大量の木簡が出土 した。内濠・外濠出土の大量の瓦は,い ずれも北面中門 SB

1900に 用いた瓦の一部をなすものと考えられる。恐らく,SB1900建 造時 ,

もしくは平城遷都に伴って解体 した際に,破損 し,濤内に投棄されたものであ

ろう。

3個の土羨の中, SK1903か らは,瓦・土器に混じて,「 崚王 猪使門 」の

二つの問号を記 した木簡が出土 した。文献史料上で知られる藤原宮の門号とし

ては『 続 日本紀 』大宝二年六月甲子条にみえる「 海犬養門 」のみであるので ,

藤原宮諸門の問号史料としてきわめて重要であり,と りわけ藤原宮北面中門の

問号を「 猪使門 」とする有力な一知見を得たものとして,特記すべき出土品で

ある。

以下に, SD14〔及 び SK1903出 土木簡のうち主要なものを掲げる。詳細につ

いては別報 (『 飛£藤原宮発掘調査出土木簡概報 』I昭和醐年 )をか照された

〔SD145出土木簡 〕
□

1.(表 )目 荷虎 ミ塞織等受

(裏 )  常僧 師首 僧匠
常僧

常薬
薬首
市

僧

市□
l  i    c嘲

)

2.(表 )辛 卯年十月尾治國知多評   (裏 )□ □里神マ身□□

3. 丙申年七月旦波國加佐評口
(守 )

4。 (表 )丁 酉年若供國小丹生評工田里三家人三成

(裏 )御 調塩二斗

5。  大費三年十一月十二日御野國楡皮十斤

6. 次評肇
野
黒

〔SK1903出 土木簡 〕

7.九月十六日薗城進大豆汁 |

8。 (表 )於 ギ出壇糸九十斤 崚王 猪使門

(裏 )月 二日大属従八位上津史工万呂
9.下毛野國足利郡波自可里鮎大贄一古か年十月十二日
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北面中門・大垣・内濠の造営に先立 って埋められた南北濤 SD1901-Aは ,

遺構の重複のため,そ の極 く一部を調査 したに留まったが,幅 6～ 8用 の素掘

りの濤で,やや蛇行 しながら北流 し,濤 内の厖大な砂堆積からかなりの水量の

あったことがわかる。下層より,麿耗 した瓦とともに木簡 ,手斧の削りくずが

出土 しており,北門・北面大垣 ,他 の造営に先立つこの時期に,す でに宮中心

部の造営が始まっていたことを示すものとして注目される。この南北濤 SD

1901-Aの 上層を覆 う黒裾色の整地土は,後に述べるA期の道路 SF1920の

東側濤の上を覆 っており,少 なくともその整地の時期には, SF1920の 東西両

側濤は埋没 していたょうである。ただ, SD1901-Aと SF1920と が一時期併

存 した可能性は残されている。なお SD1901-Aの SD145以北の部分は,先 に

も述べたように,外濠 SD145の 開穿後もそれに連続する藤原宮の基幹水路の一

部 として使用されることになった (SD19ol― B)。

北面中門 SB1900に 重複 して検出された南北1道路 SF1920は ,正 しく宮中軸

線上に位置 しており,条坊朱雀大路計画線の官内延長部に当るものと考えられ

る。東西側濤間の心々距離 15,8物 ,路面の幅員 15.Oη前後を測り,現在までに

検出している小路計画線 (SF1081～ 1083,SF1731～ 1732)の幅員 (約 6.0

翻 )の 2.5倍 に当る幅を持 っている。恐らく,そ れぞれ幅員50尺 ,お よび20尺

として計画されたものであろう。なお,今 回の調査では,こ の道路の東西側濤

SD 1921と SD1922に重複 して,南北濤 SD1925と 2本の自然流路 SD1923・

1924を 検出 した。いずれも道路建設以前のものであり,ま た,その出土土器

から,現在までの調査では不引確であった,条坊計画線 (SF1920他  )の施

行時期の上限について確証を得ることができた。これらによれば,道路 SF

1920の建設は,藤原官造営直前の 7世紀の第Ⅳ四半期の中にあり,少 な くと

もそれを遡るものではない。この事実も,今回の調査の成果の一つとして特記

すべきことである。

SF 1920の 東側濤 SD 1921に 重複する南北濤 SD1925に ついては,ほ ぼ真南

北に走 ること,ま た時期的に SF 1920の 建設以前の 7世紀後半に限定 されるこ

とから,そ の性格が注 目され るが,現在のところ,こ うした事実以上にその性

―‐20-



格についての手がかりがな く,今

後の調査による究明に期待したい。

以上述べてきたように,北面中

門を中心とする今回の調査では,北

面中門の位置およびその規模 ,構

造を明らかにするとともに,そ れ

に先行 して建設された朱雀大路計

画線の存在とその規模を明らかに

することができた。また,北面中

門の造営に先立って埋められた南

北濤 SD1901-Aと そ の出土 品 は , 藤原宮地省1模式図

北面中門・大垣の造営と宮中心部の造営にいくらかの時間差のあったことを明

らかにした。最後に,今回の調査成果を過去の調査成果と合せて,宮中軸線を

含む,宮全体の計画を検討 して,報告の結びとしたい。

まず,宮南門の中心と北門の中心を結ぶ宮中軸線は,N26′ 30″ Wで あり,わ

ずかに北で西へ振れている。この軸線は,日 本古文化研究所によって調査され

た,朝堂院の中軸線にはば一致する。中軸線上における宮南門 SB500と 北門

SB1900の 心々距離は 906.ご れであり,こ れを仮に 3000尺 とすると,宮の造

営尺として, 1尺 =302側の単位を得ることができる。北面中門・大垣から得

られる造営尺は 29。 3～ 29.6∽の間であり,ま た,現在までに調査 している ,

西方官衡 ,他の藤原宮主要建物から得られる造営尺もこれに近い。この 29.5

切前後 という値は,こ の時期の一般的な尺値に近いものであり,個 々の建造物

の造営に当っては,こ うした一般的な尺度を用いたと考えるべきであろう。従

って,こ の 1尺 =30.2防の単位尺は,宮の大計画に限定されたものと考えられ

る。ここで仮に, この 30.2∽を造営尺として,宮主要部の計画寸法を算定する

と図示 したとおりであり,い ずれもはば完数を得ることができる。そうした意

味からも,宮の大計画に限 って,一尺 =30.2例 というやや異例な単位尺を用い

た可能性はかなり高いと考えられる。ただ ,こ こに示 したものは,あ くまで
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30.2c92を 宮造営尺 と仮定 した数値であり,ま た,日 本古文化研究所によって調

査された大極殿や大極殿回廊に代表されるように,宮主要部でありながら,明

らかにその軸線がここに示 した宮中軸線に一到 しない例がある。そうした問題

を含め,各部分の詳細については,施工誤差や精度の問題にも及ぶため,当該

地域の本格的な調査を待 って論ずべきであろう。ここでは,宮全域にわたる

要な計画寸法を提示するに留めておきたい。なお,国土地理院第 6座標系に t

る官南門 SB500と 北門 SB190oの中心位置は以下のとおりである。

南門SB500 (〔
:E三

1

】ヒF]SB1900( 
と三二

1

67,02

17,41

66,11

17,42

Ｍ

　

Ｍ

　

Ｍ

　

Ｍ

ｌ

　

２

　

　

４

　

３

０

　

９

　

３

　

６

藤原宮第18-7次 の調査
(昭和51年 2月 |

藤原宮第18-7次 の調査は民家の改築にともなう事前調査として行ったも(

である。調査地は藤原官の東外濠 SD170の 想定位置にあたる。巾 lη ,長 さ

6.5陶 の トレンチを東西にいれた。検出 した遺構は,予想された藤原官の東外

濠 SD170の東側 3.5用 分と他に柱穴 1,土羨 2で ある。この結果,東外濠 SD

170の位置を東面中門と南門との間で確認 し得たこととなり,昭和42年に奈良

県教育委員会によって検出された東外濠 SD170の 北端とむすぶことによって ,

藤原宮の官域東端の線を東面中門以南のところまで,ほ ぼ確定することができ

た。出土遺物には,SD170よ り出土 した多量の木片ととも
'こ

,ま げ物,他の「

製品と,36点の木簡がある。釈読できるものは次の通 りである。

3.大祐務正七位上□

4.大□水取大□匡

石寸ア安末呂
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定化研究所によって調

要部でありながら,明

びある。そうした問題

顕にも及ぶため,当該

ま,宮全域にわたる

也理院第 6座標系に (

9で ある。

(昭和51年 2月 |

司査として行ったもど

こる。巾 1翻 ,長 さ

員された藤原宮の東外

との結果,東外濠 SD

Fり ,昭和42年 に奈良

fす ぶことによって ,
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)に ,ま げ物 ,他の T

Fあ る。
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]匠

I
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第18次調査遺構実測図
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大 官 大 寺 第 2次 の調 査

(昭和50年 5月 ～昭和51年 1月 )

講堂跡の調査 (第 1次 )に続き,今年度は,中門 。南面回廊と寺域南限を確

定するための調査をおこなった。

調査は,中門 。南門が地上に痕跡をとどめていないため,講堂跡の南約80陶

にある畦畔から,そ の南約90物 の位置を西流する農業用水路までの間を,幅24

ηにわたって全面発掘し,中門跡を確認 した時点で回廊側に拡張して実施した。

調査の結果,中門跡とこれにとりつ く南面回廊跡の他,井戸,建物跡等,大官

大寺造営前の遺構を検出した。

〔中門跡 〕 中門 SB40Ыま,講堂心から南約 85.5“にあり,平面は 5× 3間

で桁行総長約 23.8“ (79尺 ),梁間総長が約 12.6“ (42尺 )の巨大な門である。

中門は火災にあって焼けた状況を示しており,基壇まわりには焼土や焼瓦の堆

積がみられた。全体に

攪乱や削平が著しく,

基壇の残 りはよくない。

基壇の築成に際しては,

まず東南から西北に傾

斜する旧地形を,回廊

予定地を含めた広い範

囲にわたって削平・盛

上して整地することか

らはじめている。この

時,基壇の西南隅外側

には瓦片などを投げこ

んでいる。この整地の

後に弥生武土器などを

●
　
　
　
ヽ

　

　

ヽ

(縮尺 3000分 の ユ



包含する黒灰色粘土・黒褐色土を積んでおり,黒褐色上の一部には版築がみら

れた。基壇の四周には基壇化粧の痕跡がみられず,基壇の範囲は黒褐色上の拡

がりによって推定するにとどまる。なお,掘込地業は認められなかった。

礎石は 1カ 所を除いてほかは抜き取 られていた。残っていると力所も打ち割

られて穴に陥しこまれたもので原位置を保っていない。これらは比較的近年に

抜き取られたらしく,抜取穴には床上の一部が入っていた。北側柱列について

は調査区の北に隣接する トンンチを入れて, 3個所の抜取穴を確認したので梁

行 3間分,計 21カ 所を検出したことになる。

柱間は桁行中央の 3間が約 5。 1紀 (17尺 )で ,両端間と梁行方向の各柱間が

約 4.2陶 (14尺 )である。抜取穴の底には,根石と花脇岩礎石の据えつけ痕跡

が遺存していた。礎石据えつけ痕跡の底面のツベ7L/は ほぼ一定であるので,回

廊礎石や,抜き取られて近 くに転がされていた礎石の大きさから推測すれば ,

中門の礎石高は後述の回廊礎石より10～郷切程高かったものと思われる。そう

すると,中門の基壇は30～ 40例程削平された勘定になる。礎石は基壇築成の途

中に掘形を穿って据え付け, さらに基壇を積み足している。基壇のまわりに階

段や雨落濤などの施設は認められなかった。

基壇上には小さな掘形の足場穴 SX101が ある。足場穴は,基壇の南及び東辺

のものについて検出し

たが,それらは焼けて

内部に炭化物と焼瓦が

混入していた。足場穴

の配置は藤原宮北面中

門跡や法降寺大講堂な

どの例では,桁行・梁

行ともに各柱筋の中間

に位置しているが,本

例では桁行方向のみは

柱筋にも足場穴がある。

調査地全景 (北東から)



これは構造の違いというより中門の桁行が17

尺もあったため,中間につなざの柱を立てた

ためと考えられる。足場穴の断面観察によれ

ば掘形はす くなくとも遺構検出面から掘りこ

んでおり,柱痕跡もみられるので,足場は基

壇の築成がほぼ出来上った時点で立てられ ,

しかも立てられたままの状態で焼けたものと

推定される。

なお,中門心と講堂心とを結ぶ中軸線は,

方眼北に対し西に約 1『 振れている。

講堂跡の調査と同様に,今回も建物の部材が地上に落下した痕跡を検出した。

中門南側柱列から南 7“ の付近には多量の焼土,焼瓦,炭化物が推積し, これ

をとりのぞいた直下で,周 囲が強 く焼けた穴 SX105を検出した。長さ 1～ 1.印

幅 0.4～ 0。 7寛 の不整形の穴で,足場穴とはちがって柱の立った様子がなく袋

状を呈するため木材がかなりの角度で突き刺ったものと判断した。これは講堂

跡の軒垂木落下痕跡と似ているが,そ れよリーまわり大きく,尾垂木あるいは

肘木など組物の一部である可能性が高い。尾垂木痕跡と考える一例は,木 口断

面が縦約34翻 ,横約20例をはかり,肘木の可能性のあるものは,旧 形をとどめ

る面が縦横とも約刻制をはかる。

これら部材の痕跡は柱通り以外のところでも検出され,柱数にくらべ数量が

多い。また梁間が 3間 と広ぃこともあって中門は重層構造であったことを示唆

している。また尾垂木の存在から,組物は三手先とみなされよう。

中門から南約 12紀 離れて東西濤 SD10働 あゞる。東西約24能 を発掘したが,東

西両方向とも発掘区域外に続 く。幅約 1旬 ,深 さ0.5～ 0.6η で水の流れた形

跡はない。濤底には多量の炭化材,焼土,完形の瓦,鉄釘などが雑然と堆積し

ていた。

中門基壇の前面,南側柱から約 3.9陶 のところに東西濤 SD10勧 あゞ る。基壇

に平行し,約 34能 を確認 した。幅約 1.2陶 ,深 さ 0.4～ 0.5傷 である。 また ,

礎石抜取穴と足場穴 (束から)
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この北側で,東西濤 SD107を一部検出した。両濤とも中門造営時の整地上を切

って掘られているが,中門焼失時には埋没している。中門造営に関係した濤であ

る可能性がある。

なお,中門の南面にか道とみなし得る施設はなかった。

以上の結果からみて,中門は造営の途次に焼失したものと推測され,そ のた

めに,基壇化粧や雨落濤が存在 しないといったような不完全な状態を留めてい

ると考えられよう。焼けた後に再建を企てた証拠は全 くない。

〔回廊跡 〕 中門にとりつ く南面回廊 SC05叡ま中門跡の確認に続いて調査を

実施した。中門から東の長道までの間を東西約24掏 ,南北約 12η にわたって発

掘し,南面東回廊を検出した。回廊は単廊で, 6間分 (約塾π )を検出した。

回廊も中門と同様,火災を受け,庶面の一部には焼面をとどめていた。また,

一部の側柱間には焼け落ちた壁土も残っていた。基壇は一部に中門基壇と同じ

黒褐色上を積んでいる。基壇の高さは 0。 2旬 で
｀
ある。

礎石は 9個所が原位置を保っていた。石質はいずれも花開岩である。風化が

著しく,造出の有無は不明である。

柱間は,桁行が中門取付き部の

み約 5,1翻 (17尺 ),他は約 3.9

紀 (13尺 )等間になり,梁間は約

4.2η (14尺 )で ,中門の中央間

に柱筋を揃えて取付 く。回廊の東

西軸線の方向は,方眼東西にはぼ

一致する。

礎石の据え付けや基壇土を築成

する際の手順は中門の場合と同様

である。基壇面はほぼ水平に施工

している。礎石上面は基壇面より

0.1箆程高い。

基壇の周囲には化粧の痕跡がな中門と回廊
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く,雨落濤もないので基壇幅を正確に計測し難いが,基壇の断面観察では,内

側柱礎石から発掘区北壁まで約 3紀 の間には基壇上が通っている。この数値に

梁間寸法を加え,南に折 りかえすと約 10紀 になる。これは前年度に調査した北

面回廊の基壇幅約 10.5“とほぼ同じであるから, この場合も約 10翻 の基壇幅と

みてよいだろう。ただ,単廊で幅が10陶 の基壇というのは例がなく,現状では

軒出を 3η (10尺 )以上みなければならない。しかし,梁間寸法 (4.2能・ 14

尺 )か らみると軒出が過大であり,構造的には無理といわざるを得ない。した

がって,基壇の現状は,基壇を切って基壇化粧と雨落濤を施工する以前の状況

を示すものと考えるのが妥当であろう。

中門と回廊の取付き部は削平されているが,こ の部分の礎石が抜き取られて

いることからみれば, この部分が緩い登廊になっていた可能性がある。

この様に,整地の状況や基壇築成,柱の並びなどからみて回廊は中門の造営

と一連の仕事として施工され,同 じく未完成の段階で焼けたものと思われる。

〔南門跡〕 南門跡は当初,奈良時代寺院の例からみて,中門心から約 3Cl“

(100尺 ),あ るいは45阿 (150尺 )の付近にあるものと想定した。特にも町

(150尺 )の付近には小さな用水路と畦畔が東西方向に走っているので, これ

を寺域南限の築地跡であろうと考えていた。床土を除いた結果, この付近は周

囲より若干高 く,礫が多 く敬っているうえに凝灰岩片や瓦片も散布していたの

で,そ の可能性が高いものと予想した。

しかし,調査を進めた結果,基壇や礎石あるいは,礎石抜取穴,基壇化粧 ,

築地など南門に関連する遺構は見当らなかった。つまり,当初基壇かと考えた

礫の散布はこの付近の基層を成している礫層が,た またまこの地点で隆起して

いたために基壇状の高まりとして見えたものであり,基壇化粧の残 りとみた凝

灰岩片は瓦片を含んでいて,攪乱によって広範囲に敬っているに過ぎないこと

がわかった。そこで,南門がさらに南にある可能性も考え,中門から約∞η

(200尺 )に ある旧河廉 SD150ま での地域について精査したが, 7世紀後半の

上器を伴う土竣や掘立柱建物跡を検出するにとどまった。

以上の結果からすると,南門は,痕跡をとどめないまでに削平を受けたのか
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旧河床 SD150の位置にあったものが後世流出

したか,あ るいは中門 。回廊が未完成であっ

たことからみて南門は造営にまで至らなかっ

たのか等々,種 々の推測が可能である。さら

にまた,未発掘の畦畔の直下に小規模な門を

想定することも不可能とはいえず,問題を今

後に残 している。

S E135             〔下層遺構 〕 南門の探索や中門基壇の築

成状態の調査に伴って下層遺構を検出した。検出した遺構は掘立柱建物 2,IRI

2,井戸 2,濤 8,土羨 3などである。いずれも7世紀中頃から後半の上器を

伴 う。遺構の重複によって 2期に分けられる。

SB12引ま4間 × 3 FHRの南北棟の掘立柱建物である。柱間は 2.2能 ,南妻と東

側柱は濤 SD140・ 108に壊されている。 SB13悦ま東西棟の掘立柱建物で,東妻

を確認 した。柱間は 2.3η等間。 SA12団ま4間の南北の掘立柱柵である。おそ

らくSB125の 目隠塀であろう。 SEll Sよ 中門基壇下層で検出した乱石積の井戸

である。中門の建設によって上部が破壊されている。この種の井戸では最古の

例である。 SE135も SEl16同 様の井戸である。東西濤 SD14 Ыま長さ刻陶以上で,

濤内から多量の上器 とともに川原寺創建軒丸瓦が出上した。土羨 SK121は一部

を検出するにとどまったが,埋土から黄緑色

がかった緑釉陶器片が出上した。この他 ,

SK12 Ыま方約 1.2紀 の掘形であるが,一部分

の検出にとどまり,性格は不明である。

以上,下層遺構は調査範囲が限られたため

全貌を把握するには至らなかった。今後の調

査が待たれよう。

〔出土遺物 〕 瓦蜂類,土器類,金属製品

などがある。

瓦は遺物の中で最も多 く,発掘区全域にわ
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たって出土したが,特 に中F]

・回廊の周囲には集中してお

り,こ こでは焼けてコークス

状になった瓦も出土している。

しかし薦に堆積したものなど

を除いては大多数が打ち割ら

れ小片となっていた。

軒瓦の種類は第 1次調査と

同じく大官大寺式の軒丸瓦

6231型式,軒平瓦 6661型

式が主で, 2点だけ他の複弁

軒丸瓦がある。うち 1点は川

原寺創建瓦 (601A)で 面違

い鋸歯文が幅広 く,瓦当裏面

を中 くばみに作っている。大

官大寺式はこれまで出土 した

軒丸瓦 6231A・ B・ C,軒平瓦

6661A・ Bに 加えて新たに

6661Cが出上した。 6661Cは

Aと 同じく粘土板桶巻づ くり

で,顎は比較的厚手の段顎に

なり,全体に入念な作 りであ

る。

この他, 6661団こは第 1次

調査ではみられなかった顎が薄 く,小 さく雑な作 りのものがみられる。

このたびの調査では,講堂と中門・回廊とでは所用の瓦が異なることが・明確

になった。この決め手となったのは軒瓦の出土状態である。 表に第 1次・ 2

次調査の中間集計を示した。このうち「不明」としているのは, 6231の Bと

6231-c
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「 44
1ヽ玉ぐミミ

軒平瓦6661型式 (縮尺 4分の 1)

C, 6661の Bと Cの いずれか判別の難しいものである。この出土状態で明ら

かなよぅに,第 1次 と第 2次調査とでは軒丸瓦 6231毘 BoC,軒 平瓦 6661A

とBの 間の数量の比率が逆転している。さらに第 1次調査の結果を検討すると,

6231の Aと B・ C, 6661の Aと Bは分布が違い,講堂と回廊が接続する部

分からは両者が出土するが,講堂の周囲は 6231A-6661Aに 限られる。従って

6231A6661Aは 講堂所用瓦であり, 6231B・ C-6661Bは 中門・回廊所用瓦

であると考える。6661Cは今回の調査で初めて出上し,確実に型式認定できる

例が少ないが,中門・回廊以外の建物で使われた可能吐もある。これについて

は今後の検討を要する。

次に,講堂所用瓦と中門 。回廊所用瓦の間には製作技法上時期差と考え得る

差異がある。ここでは製作技法がわかりやすい軒九瓦を例にとって述べよう。
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軒丸瓦 6231Aは瓦当と丸瓦の接合に際し次のような工程をとっている。つま

り①瓦当裏面に九瓦接合用の濤をつける。②九瓦凹面端縁を面どりする。③丸

瓦部端面に数個所 V字形のlllり こみをいれる。④丸瓦部の両面先端に刻線をい

れる。③瓦当部と丸瓦部を接合する。

6231Alよ多 くの場合,①から⑤までの工程を経て接合している。これに対し

BoCで は,①から⑤までの工程を経るものは少なく,②や③がなかったり,

あるいは②～④が省略されているものがめだつ。このように接合技法上 Aと B

・ Cは密接な関係があるにもかかわらず,後者に工程の省略あるいは簡略化が

著しいことは講堂の造営にお くれて回廊が着工されたという事実とあわせて,

両者の所用瓦に時期差があることを示唆するものといえよう。

土器類は発掘区全体に散布していたが,そ の多 くは下層遺構から出上した。

ここでは SEllq sK121, SK136出 上の上器についてとりあげる。

中門基壇下層の SEH 6か らは土師器杯A・ C・ D,奏 B,須恵器杯 A,蓋 ,

皿 な どが 出上 した。 SK121か らは土 師 器 杯 A・ BoC・ D,皿 A・ B,蓋 ,甕

A・ B,甑 ,須恵器杯 A・ B,蓋 ,皿 B,短頸壷,長頸壷,平瓶および緑釉の

1)(1～ 3:sE■6,4:中門基壇築成土,5～13:S K121)
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大官大寺下層遺構出土土器 (縮尺 4分の



壷口縁部が出土した。緑釉の壷は黄緑色を呈し, 日径 7.8制 を測る。

これらの遺構出土土器は 7世紀第 I四半期の坂田寺 SG100と , 7世紀第 3V四

半期の雷丘東方遺跡 SDl10の 間,す なわち, 7世紀の第Ⅲ四半期に位置づけら

れる。また SK136か らは, この雷丘東方遺跡 SDll蝶式平行の上器が出上して

いる。また,中門基壇築成土からは,藤原宮内で検出した藤原宮造営前の道路

の側濤 SD1070,1080な どの上器群に類似 した土師器が出上している。

〔まとめ〕 三度の調査によって,大官大寺につぃていくつかの問題が明ら

かになり,新たな知見も得られた。以下,簡単に触れておこう。

今回は中門と南面回廊を確認したが,南門は不切であった。中門は 5× 3間

の桁行 23.8攪 (79尺 ),梁間 12.6胞(42尺 )の 問で,そ の規模と組物の落下痕

跡から三手先組物を用いた重層建築と考えられる。回廊の南北長は北面回廊北

柱列と南面回廊南柱列間で約83“ (27(尺 )を測り,回廊東西長は 100“ 以上

に復原できる。

中門および回廊は一連の仕事として施工され,完成をまたずして焼失してい

る。その後比較的はやい時期にあとかたづけがなされたようであるが,再建を

示す痕跡は認められな

かった。

中門 。回廊の建造時

期は講堂よりおくれる

とみられるが,こ れは

講堂基壇築成後に回廊

の造営を行っているこ

と,中門周辺の整地層

中に瓦を含むこと, ま

た中門・回廊が未完成

だったこと,あ るいは

講堂所用瓦と中門・回

廊所用瓦の技法に差が ―
伽藍配置復原図  (数字 :尺 )

―
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・測る。

, 7世紀第 V四

・期に位置づけら

土器が出上 して

宮造営前の道路

ている。

かの問題が切ら

中門は 5X3間

と組物の落下痕

長は北面回廊北

長は 100紀 以上

して焼失 してい

あるが,再建を

可
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あることなどの諸点から明らかである。

次に,南門は確認できなかったが,仮 に南門が未建であったとしても,寺域

の南限を画す何 らかの施設がなければならず,そ の点を含めた検討が今後必要

である。

今回得た中門 。講堂の伽藍中軸線は,藤原京条坊との関係で興味ある問題を

提示している。大官大寺は,薬師寺とならぶ官寺として藤原京の東西に配置さ

れたと考えられているが,大官大寺の伽藍が正しく条坊に則っているかどうか

は,条坊施工時期と伽藍建立時期との関係から重要な意味をもって くる。藤原

京の条坊は岸 俊男氏によって復原されているが,今回得た伽藍中軸線は岸氏
の復原による十条四坊の南北中軸線と正しくは一致しない。これは岸氏の復原

案の前提条件に問題があるのか,あ るいは,条坊の施工と伽藍建立の時期に差

があったことを示すのか問題になる。最近の調査によれば,条坊の基準線は真

北ではなく,西偏 していることが明らかとなり, この角度は藤原宮の中軸線で

は,方眼北に対して26′鉤〃という数値が得られている。ただし,こ の数値をも

とに条坊を復原した場合でも,伽藍中軸線と条坊中軸線が一致するとは断言で

きない。ことに,伽藍中軸線の振れは,方眼北に対して約 1」で藤原官の中軸線

とはかなり差があるのに対し,中 ツ道と同じく藤原京条坊の基準とされる下ツ

道の平城京内での,方眼北に対する振れ約 17仕 類似している とぃったように

単純には解釈できない点もある。

大官大寺の伽藍中軸線や,藤原京の条坊については,基準になったとされる

中ツ道の位置が問題解決の緒口を握っていると考えられるが, これについては

今後の調査の進展に委ねたい。

図面の座標

当調査部では,遺跡の実測にあたって,国土調査法による第 6座標系を基準

としている。本概報の図面に記入してある座標もこれによっている。例えば藤

原宮大極殿基壇の東南にあるベンテマークの座標は,

X==一- 166,508.84      Y==- 17,404.92

である。ただし図面ではX,Yお よび―を省略 してある。
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和 田廃 寺 第 2次 の調 査

(昭和50年10月 ～51年 3月 )

昭和49年夏に実施した第一次調査の結果, その北側に寺院中心部の存在が予

想されたため,通称「 大野塚 」土壇を中心とした地域の発掘調査を行った。調

査地は甘橿丘北麓の豊浦寺・小墾田宮推定地をへて北西に派生する低台地上に

位置する橿原市和田町字 トノンダ・柳田の水田である。

調査の結果,塔,築地,堀立柱建物,柵 ,井戸,土羨などを検出した。

〔塔 〕 「 大野塚 」の上壇は,東西 9.5η ,南北14阿 ,高 さ1.72の 大きさ

で,や や南北に細長い精円形をしていた。上壇上には,礎石が 2個露出し,瓦

の破片が多量に散乱 していた。調査の結果,基壇上において,礎石 3,礎石抜

取痕跡 3,根石群 2を 検出し,塔であることを確認 した。塔SB200は東半部が

破壊 され,西半部が残存 していた。

まず心礎跡として,土壇東辺

中央部で,径 1.5η ,深 さ1.2

ηを測る大型の礎石抜取跡と,

その西よりに半円形に並ぶ根石

5個を検出した。心礎抜取痕跡

には,多量の灰化物と焼けた花

闘岩片が散乱しており,心礎を

焼いて破砕 したことを示 してい

る。心礎抜取痕跡の西 1.5π で

南北に並ぶ四天柱跡の位置を示

す根石 2カ 所を検出した。その

北側には北側柱列の西第 2と み

てよい礎石抜取痕跡がある。こ

の礎石抜取痕跡も焼けた形跡が

…̈……▼
~工~~・_h… _………

■嫌■■ェ:

===fi
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ある。また南側には,南側柱列の西第 2と みられる礎石と露出した根石がある。

礎石は南へ傾斜 し,わ ずかながら原位置から移動 している。四天柱列の 2.4“

西側で,南北に並ぶ西側柱列の北第 2,北第 3に あたる2個の礎石,北第 4に

あたる礎石抜取痕跡を検出した。北第 2,北第 3の礎石は,いずれも西に大き

く傾斜 し,根石も露出している。また北第 4の礎石跡では,礎石を焼いて抜取

った痕跡をとどめている。

礎石は花脇岩製である。西側柱列北第 2の礎石は,約 1.3阿 Xl,0阿 ,厚 さ

0.9η 大で, その上面に径 0.72阿 の円形柱座とその両脇に幅 04η の地覆座を

造り出している。北第 3の礎石は, 1.5π XO.9η ,厚 さ 0.8紀大で,や はり

同規模の円形柱座と地覆座を造 り出している。両者とも,円形柱座と地覆座は,

建物に隠れ,外 から見えない部分の加工を省略 している。また南側柱列の西第

2の礎石は,1.lη X15れ ,厚 さ0.9π 大で,火をうけて上面が割りとられ

ている。塔心礎の上面高は,四天柱及び側柱礎石の上面高とほぼ同一に復原で

きる。

基壇の築成方法は,旧 地表面を40～酌 cη掘 りこんで,掘込み地業を行 う。掘

込み地業は,径 15～刻例大の礫を敷き,そ の上に裾色土と黒褐色上の混った上

で25例程の高さまで,数側ずつつきかためる版築をおこない,再び同様の礫を

敷き, さらに基壇上端

まで版築 している。掘

込み地業と基壇の関係

は,北面では掘込み地

業の外側まで基壇積土

が延びている。

現在する基壇の高さ

は,掘込み地業の面か

ら 1.3紀 で,礎石を根

石上に据え直して復原

すれば,約 1.8η とな 塔
S B200(西 か ら)
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る。基壇化粧石およびその据えつけ痕跡は検出されなかった。ただ9基壇をお

おう表土および基壇の南 SX214で廷石とみられる凝灰岩切石が出上 しているの

で,凝灰岩を使用 していたことはまちがいない。

以上の調査結果からすれば,塔の規模は基壇化粧部分を除けば一辺 12.2紀

(約 41尺 )に 復原でき,柱間は 3間を 2.4η (8尺 )等間に割り付けられる。

〔築地 〕 塔の南側で東西方向に走る築地 SA215を 22.5p分 検出した。この

築地の南側には小傑を埋めた径 0.5旬 大の穴があり,寄柱の礎石据えつけ痕跡

とみられる。柱間は 3紀 (10尺 )等間で 4間分残っている。寄柱をもとに築地

基底幅を考えれば 2.1～ 2.4靱 (7～ 8尺 )と なる。軸線は方眼東西に対 し,

東で南に約6° 偏している。築地の基壇は,弥生時代から古墳時代にかけての遺

物包含層を掘 りこみ,暗灰色砂質土と赤裾色粘質土とを交互にたたきしめて版

築 している。現存する厚さは約あ側ほどである。なお, SA215は 塔の西側柱列

の南延長線以東では, 削平 されており,残 っていない。

〔掘立柱建物他 〕 塔・築地の他に,掘立柱建物22棟 ,柵 4条,井戸 1基 ,

上羨 1カ 所などを検出した。これらは,重複関係っ建物の方位,柱穴の埋土の

特徴,出土遺物などからみると3期 に大別することができる。これらのうち I

期は,塔を造営する以前, I・ Ⅲ期は塔造営以後にあてられる。

I期 建物の方位が真北に近いI-1期 とわずかに北で東に振れるI-2期

とに細分できる。いずれも柱穴中に瓦を含まない。

(I-1期 )塔 の西で検出した SB26Q SB28Q SB31丘 SA325な どがある。

S B260は 3間 ×2間の東西棟で総柱の倉庫風の建物である。 SB28Ыま4間 X4

間で,正方形に近い平面の建物である。 SB315tま梁行 2間の南北棟で,桁行 2

間分を検出し, さらに南に廷びている。 SA32引ま柱間 2η の南北柵で 3間分を

検出した。南北方向いずれも調査地区外に延びている。

(I-2期 )塔 の西側で SB23Q SB24Q SB275を検出した。 SB240は 3間

X2間の東西棟で, SB260と 重複関係にある。 SB23飢意4間 X2間の南北棟で

ある。 SB275は 3間 ×2間の南北棟で,総柱の倉庫風の建物である。 SB295と

SB30罰ま,共 に一部分 しか検出していないが,建物となる可能性が高い。
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工期 建物の方位がいずれも北で西に偏する時期である。柱穴の埋上には瓦
を含んでいる。 2つの小期に細分できる。

(I-1期 )塔 の西で検出 した SB270は 4間 × 2間の東西棟建物, SB285
は桁行 3間で西にさらに延びる建物である。その南の SB225も 梁行 2間で西に

延びている。 SB290は 2間以上 X3間 の東西棟である。 SA33 Ыま柱間 1.9ηの

南北柵で,4間分を検出した。両端とも調査地区外に延びている。

(I-2期 )SB30αま東廂をもつ 5間 ×3間の南北棟建物である。 SB320

は 3間 ×2間 の南北棟建物でっ北妻柱の位置が東に偏している。

期 構迫退 柱 間 数 総  長  何
考備

東   西 南    北

I-1 SB260 東西棟
SB280 南北棟
SB315 南北棟
SA325 南北柵

3× 2

4× 4

2以上 × 2

3以上

4× 2

3× 2

3X2

?× 2

?× 2

4.7

5.6

2.9

3.2

6.2

4.1以上

6.0以上

総柱 SB240よりT単ヽ

§員ち晉8:にあ喜学ミ

SA330よ り古い
I-2 SB230 南北棟
SB240 東西棟
SB275 南北棟
SB295 南北棟
SB305 南北棟

4.8

6.6

3.5

4.3

34

８
．
２

５
．
４

４
．
５

？

う

総柱

Ⅱ-1 SB225 東西棟
SB270 東西棟
SB285 南北棟 ?
SB290 東西棟
SA330 南北柵

?× 2

4× 2

3× ?

2以上×3

4以上

?

8.1

9

5,4以上

6.7

4.5

6.5

3.8

7.6以上

子i息
4.2

5.1

SB335よ り古い

Ⅱ-2 SB300 南北棟
SB320 南北棟
SB335 南北棟?

5× 3

3× 2

3× 1以上

希 ≧

'
3.5

2.8以上

東廂

Ⅲ-1 SB190 東西棟
SA251 南北柵

2× 2

4

6.3 5,7

11.2 SA250よ り古い
Ⅲ-2 SB210 南北棟
SA250 南北柵
SE261 井  戸

2× 2

18以上
5。 4 5.4

53.0ちたと

Ⅲ-3 SB195 南北棟
SB220 東西棟
SB185 東西棟
SB235 東西棟

2以上 × 2

与拿B受 ? ８
１
一上

４
．
４
徽

一４
．
７以

４
．
７

3,2以上
4.5
1_8 南廂,間仕切り

Ⅲ-4 2以上 ×2

3× 1?
5.4

3.8

和田廃寺  遺構一覧表
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Ш期 建物の方位が北で東に隔する建物を建てた時期である。柱穴の埋土に

黒褐色土と褐色粘質上が混入するか,褐色上がつまっているものである。柱穴

に瓦を含んでいる。建物の方位の振れの度合と重複関係とによって, 4小期に

細分できる。

(Ш -1期 )調 査地域の南端付近で検出した SB19餅ま, 2間 ×2間 の建物 ,

SA251は ,こ の時期に属するとみられるもので柱間 2,7陶 (9尺 )の 南北柵で

ある。 4間分検出した。

(Ⅲ -2期 )柵 SA250で区画する時期である。 SA25 ЫまSA251と 同じ位置

を踏襲している南北柵である。柱間 2.9～ 3.0れ (約 10尺 )の等間で,18間 分

53紀 を検出した。南北両端ともさらに延びている。第 1次調査で検出した SA

130の 西延長線と SA2 50の南延長線は直交 し,そ の交点 まで柱間を完数でほぼ

割り付けることができるので, SA250と SA13Ыま一連のものである可能性が大

きい。なお, SA250の 3p西には同じ方向に走嗜柵 SA255が あるが,こ れは調

査地域西壁の断面で検出したもので詳細は明らかでない。 SB21飢ま2間 X2間

の建物で,柱間が 27紀 (9尺 )等間の建物である。井戸 SE261は ,塔 の西で

検出したもので,井戸枠は残 っていない。

〔Ⅲ-3期 〕 SB19引ま調査地域の南端で検出した南北棟建物で,梁行 2間 ,

桁行は 2間分確認しているが,な お南に続い

ている。その北に位置する SB22Ы意8間 × 2

間の東西棟建物である。南側に両隅を欠 く6

間分の廂がつく。身舎の柱間は桁行 1,8η

(6尺 ),梁行 2.3紀 (約 7.5尺 )で ある。

廂の出は 1.8“ (6尺 )で ある。柱掘形は一

辺 0.4阿 の小規模なものである。

(Ⅲ -4期 )東 南隅で検出した SB 18 51ま

2間以上 X2間 の東西棟建物で, さらに東に

延びている。南半分はのちの上壊 SK20引こよ

って破壊されている。 SB23Ыま3間 ×1間の
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和田廃寺第 2次調査遺構実測図
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建物で梁間はかなり広い。一部には灰化 した柱根が残っていた。建物の方位は

北で東に大きく振れている。

そのほか,発掘区の東南隅に SK205が ある。この上羨には大きさ1'ほ どの

花闘岩と,20側 大の礫が多数投げこまれている。この花嵩岩は,礎石を害Jっ た

ものと思われる。先年, SK20〔め南延長部分で,排水路工事に伴 って円形柱座

を造り出した花簡岩製礎石が発見されている。ただし,こ の礎石は,塔の礎石

の形態とは異なるので,付近に別の礎石建物が存在していたものと想定できる。

〔遺物〕 主な出土遺物には,瓦,鳥尾,尊,土器,円面硯,鉄釘,凝灰岩

切石,加工痕のある榛原石がある。また,縄文時代の石棒 ,磨製石斧,弥生時

代の石槍,磨製石庖丁, 磨製石剣 ,ナ ヌカイトの剣片,古墳時代の鉄斧,砥石 ,

石製紡錘車,滑石製有孔円盤が出土している。

軒瓦は軒丸瓦がЮ型式 161汽 軒平瓦が 7型式52点 出上 した。軒瓦の大半は

塔跡表土層から出上 している。軒丸瓦は,豊 田廃寺出土例と同億と思われる単

弁■弁蓮華文瓦が14点,豊浦寺 。奥山久米寺出土例と同型式と思われる中房

が半円球状に突出する単弁 8弁蓮華文瓦が27点 ,そ の他飛鳥寺と同億のものな

ど,点数は少ないが飛鳥時代全搬にわたる各種の瓦が出上 した。また,川原寺

創建瓦と同範の面違鋸歯文縁複弁 8弁蓮華文瓦が31点 ,中房の蓮子が 2重にめ

ぐる高麗寺・法起寺出土例と同型式の複弁 8分蓮華文瓦が80点 出上しており,

これら複弁蓮華文軒丸瓦 2種で出

土軒丸瓦の 7割近 くを占める。軒  '

平瓦は 4重弧文瓦が 4点 ,上外区

に細い線鋸歯文のある葡萄唐草文

の退化型式と見られるものが 1点

出上 している。また, 6663型式

が 3点,興福寺・軽寺出上の 6702

-F型式が33点 ,平城京東三坊大

路東側善出上の 6702-D型式が 10

点出上している。鳥尾は頭部の破 和田廃寺出土軒平瓦
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片を含む 2片が出土した。いずれも第 1次調査で出土した鴎尾と様式的に同じ

ものである。

上器は,弥生式上器,上師器,須恵器,緑釉陶器 ,灰釉陶器,青磁,白 磁 ,

瓦器が出土している。とくに発掘区の北半部では 5世紀末から6世紀末にかけ

ての上師器,須恵器が多量に出上 しており,付近に集落跡を予想 させる。墨書

したものには,「 大寺 」と記した 7世紀後半の上師器杯がある。緑釉陶器,灰

釉陶器 ,青磁,白磁,瓦器の大部分は,表土・ 床土層と,現在の水田畦畔には

ぼ沿って走る多数の東西 。南北小濤および SK205か ら出上 した。

〔まとめ〕 以上,和田廃寺跡で検出した各遺構について記 した。以下三 ,

三の知見および問題点について触れておくことにする。

まず塔の築造年代は, 7世紀後半と想定できる。その理由として,一つには

基壇版築土中から,豊浦寺・ 奥山久米寺および法輪寺の塔心礎羨から出上 した

瓦と同型式とみてよい,中 房が半円球状に突出する単弁 8弁蓮華文軒九瓦およ

び同時期の九・ 平瓦が出上していること。二つには塔および周辺から出上した

軒丸瓦の70カ近 くを複弁 8弁蓮華文軒丸瓦が占めていること。三つには,心礎

上面と四天柱の礎石上面はほぼ同一高をなすことがあげられる。またその存続

年代は,基壇上および周辺から出土する軒平瓦のうち,奈良時代後半の軒平瓦

がその80%を 占めており, この時期以降の軒瓦の出土が皆無に近いので, 8世

紀後半までは少なくとも存続 していたと考えられる。なお,塔の礎石に関連 し

ていえば,現在豊浦の向原寺門前に置かれている花闘岩製の礎石は,かつて和

田廃寺から持ち運ばれたものと言われている。その大きさは 1.5紀 Xl.2pほ

どで,上面に径 0,72η の円形柱区に直角方向に交差する2方向の地覆座を造り

出 しており,隅柱の礎石と考えられる。この礎石も外から見えない内側の加工

を省略 しており,今 回塔で検出した礎石と極めてよく似ている。 したがって,

塔の隅柱として使用 していた可能性が高い。

つぎに,SA215の築地は,塔 に伴う可能性もあるが,方位からみて, I-2

期の掘立柱建物に伴うこともあり得る。前者の場合,回廊ではなく塔を囲んで

築地がめぐらされたことになる。後者の場合では,区画された建物群の性格づ
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けが問題になる。築地と塔の心々距離は13η ,化粧石部分を除 く基壇南端との

距離は 7,2れ となる。いずれとみるかは,な お検討を必要とする。また,飛鳥

時代後半に位置付けられる軒丸瓦が出土軒丸瓦の約鉤%を 占めており,塔建立

以前に,寺院に関する他の遺構が存在 していた可能性がある。

つぎに,掘立柱建物の築造年代については,塔 との関連がやはり問題になる。

これらの建物が塔と同時に存在 したとする積極的な根拠はない。む しろ塔は他

の堂をともなうことによって伽藍を構成したものとし,両者が同時には存在 し

ないものとみる方がよいであろう。以上の仮定 にたち,掘立柱建物群の年代を

想定すれば,以下のようになる。まず I期の建物は,同 じ特徴をもつ柱穴を塔

の基壇下で確認 しているので,塔の造営年代以前に求められる。それらの建物

の多 くは, 6世紀末までの上器を含む包含層に柱穴を掘っているので,塔建立

以前の 7世紀前半とみてよいであろう。I期 の建物は,柱穴に瓦を含んでおり,

塔の廃絶年代に続 く年代が想定できる。Ⅲ期については,「 興福寺大和国雑役

免坪付帳 」によると,廷 久年間にはすでにこの地域が水田化されているので,

それによって下限を押えることができる。 したがって,I期 を奈良末から平安

時代初期,Ⅲ 期を平安時代前半頃とみて大過 ないであろう。なお,土羨 SK205

が掘整された年代は出土土器か らみると鎌倉時代と考えてよい。

ところで,「 大野塚 」を中心とするこの一帯については,「 大野塚 」を書紀

にみえる「 大野丘北塔跡 」に推定する『 大和志 』の説や,「 和田廃寺」を「 葛

木寺 」に比定する福山敏男氏の説がある。前説については,塔の造営時期が 7

世紀後半と考えられるので問題があり,後説についてはそれを確定する材料は

得られなかった。

なお,文献上では,こ の地域から石川にかけた地域は,蘇我氏およびその一

族が集中して居住したとみられるところである。塔の造営に先だつ第 I期の掘

立柱建物群は,こ うした有力氏族が,み ずから居住する地域を寺域に転化した

可能性をも含んでいる。

また,和田廃寺は,藤原京の条坊でいえば,左京一坊十二条に位置 している。

和田廃寺の寺域と条坊 との関連についても,今後の調査に期待 したい。
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田 中 遺 跡 の 調 査

(昭 和 51年 1月 ～昭和 51年 3月 Ⅲ

この調査は,橿原市田中町字垣添の住居建築工事に伴 って実施した。調査地

は水田で,和田廃寺塔跡の北約 200れ Ⅲ馬立伊勢部田中神社の東方約 100れ に

位置する。現在,推定田中宮跡あるいは田中廃寺ともされている現「 法満寺 」

からは東南に約 150カ 隔っている。調査地域周辺の地形は,和田廃寺が位置す

る台地から北へ向かって段状に低 くなっている。 (38頁の地形図参照 )

検出した遺構は,堀立柱建物 1棟,柵 1列,濤 1条などである。

調査地の基本的な層序は,上から,耕土 床土,黄灰砂上,暗灰粘質土 (流

木を含む堆積土 ),青灰砂質土 (沼土 )の 順である。ただし,東半部は砂上の

侵蝕によって,暗褐粘質土はプロック状に存し,た だちに青灰砂質土となる。

このため遺構検出面は,西半部では暗褐粘質上の上面,ま た東半部では,青 灰

砂質上の上面であった。

南北柵の SA 050は ,15間分,31.20れ を検出した。 柱間寸法は北から4間

目が 8尺で, ほかは 7尺である。掘形の形は一様ではないが,方約 o。 7陶 ,深さ

は約 05紀を残す。うち 8カ 所には直径 20伽の柱痕跡がある。 この柵の柱筋は

方眼北に対し西に約 20″ 偏している。なお,こ の南端柱穴の西 2.4pで柱穴を検

出したが, この柵との取り付きは不明である。

SD055は , SA050の 西 2.4れ
`こ

位置する素掘りの南北濤である。

17.5れ にわたって検出した。幅 0.8

何,深さ0.2例を測る。埋土からは,

7世紀代の土師器・須恵器が出土

した。なお,発掘区東端で 7世紀

前半に属する,墨書 (判読不明 )

のある須恵器の蓋 1点を検出した。調査地全景 (西か ら)
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SB051は ,桁行 3間以上,梁行 2間の南北棟の掘立柱建物である。 SA050

の東 2.7れ に位置する。柱間は桁行,梁間とも7尺等間である。柱掘形は不整

方形を呈し,SAo50と 同様である。5ケ 所の柱穴に直径2 Claの柱痕跡を認めた。

以上の柵,濤,建物は,い ずれも同一の軸線方向をとり, また柱間寸法も共

通することなどから, これらの遺構は同時期のものと考えられよう。

以上, 調査結果につぃて述べたが,調査面積の狭小なこともあり, SA 05働ゞ

何を区画するものであるか,そ の性格は決し難い。この近傍に想定されている

田中宮跡に関連するものであるか否かはなお検討を要するが,年代的にはこの

時期に相当するものと考えられ, 今後広範囲の発掘調査が期待される。

田中遺跡遺構実測図
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本 薬 師 寺 西 南 隅 の調 査

(昭和 51年 1月 ～昭和 51年 2月 )

この調査は,橿原市営住宅への進入路新設に伴う事前調査として実施したも

のである。

調査地は本薬師寺金堂跡の西南方約 100れ の水田である。ここは従来,本薬

師寺の寺域西南隅に比定され, また藤原京の八条大路と西三坊大路の交点にあ

たると推定されていた。

調査の結果,八条大路,西三坊大路を確認すると共に,本薬師寺に関連する

遺構をも検出した。

検出した遺構イこは,藤原宮期の遺構及びその直前の遺構があり,他に,弥生式上

器を含む自然流路,中世の濤等がある。

藤原宮期の遺構には,東西道路 SF101,南北道路 SF102,橋 SX107A・

107Bな どがある。これらは,お もに,本薬師寺の瓦等を含む整地層上で検出

した。

東西道路 sF101は 路面幅 14.0確 で , 両側に素掘りの側濤を伴なう。南側濤

SD103は ,幅 16れ ,深 さ 0.15れ ,

北側濤 SD104は 幅 22れ ,深さ 045

″を測る。 SD104の 濤底で柱穴SX

108を検出した。掘形は一辺 lp前

後の方形を呈し,柱抜取穴を確認し

た。抜取穴には根固めの石と思われ

る栗石が認められた。 Sx108は SD

104と 同時期に存在し,橋脚の一部

であった可能性があるが,対応する

1柱穴は確認していない。

〔薬師寺周辺地形図 (縮尺 4000分 の 1)



SF 102は  SF 101と 交差する南北道路である。路面幅 14,1確 を測り,両側

に素掘りの側濤をもつ。東側濤 SD1051ま 幅 1.1励 ,深 さ 03れ ,西側濤 SD 10(

は幅 1lp深さ015れ である。両側濤共, SF 101の 側濤に比し,幅が狭い。

藤原京条坊の復原によれば, SF 101,102の 2条の道路は,そ れぞれ八条大

路 '西三坊大路に該当する。なお,道路の幅員は,側濤心々で計測するとSF

101が 約 15.9れ , SF 102は 約 15.2れ である。

また,発堀区内では,道路に沿った築地,柵等の遺構を確認できなかった。

SF 102の東側濤 SD 105に は, 2時期にわたって橋 (SX 107A・ SX 107

B)がかけられている。 SX107Aは 南北 2間 (橋脚間 5。 1れ ),東西 1間 (2.0
p)で あり,橋の位置は東西道路 SF 101の 中心線よりやや南に寄っている。

橋脚の掘形は一辺約 04れ の方形を呈し,橋脚はすべて抜取られていた。

SX 107Bは 甑 107Aを造りかえた橋である。南北 1間 (31れ ),東西 1贈

(1.3p)を 検出した。橋脚の位置が両岸で南‡にややずれている。橋の位置は

SX 107Aよ りさらに南へ偏っている。橋脚の掘形は一辺 03n程で,橋脚部材

が残っている例もあった。部材の一例を示すと,25× 10伽 程の角柱状をなし,

割面をそのまま残している。先端は斧で尖らしている。これらの橋は桁を置き,

その上に板をわたす程度の簡単な構造のものであろう。

藤原宮直前の時期の

遺構として SD l10が

ある。これは藤原宮期

の遺構を検出した整地

層の下層で検出した。

幅約 1.5p深 さ約 0.2カ

の南北濤である。 SD

l10の西側には,7世

紀後半の上器を包合す

る整地上が存在し,濤

はこの整地上の上面か
調査地全景 (東から)
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ら切込んでいる。濤内には本薬師寺の́瓦を含んでいた。またこの濤の東側には

暗褐色の地山があり,そ の上に黄色の積上が部分的ながらうす く認められた。

これを築地の痕跡とし, SD■ 0を その西雨落濤とみることも可能であるが,

即断はさけたい。なお, この濤は条坊地割の施工の時点にはすでに埋められ,

整地されていることが明らかであり, もしこれが本薬師寺の遺構だとすれば本
SF102
(152m)

SF1 01
SX107B

|

0

0

|

1 1 . 1 1 '     lPm

―
１

０
０
「
∞
一

本薬師寺西南隅遺構実測図 (縮尺 300分の 1)
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薬師寺の創建は条坊地割の施工

に先立つことを意味している。

以上の他に,弥生式上器を含

む自然流路 SDlll,中 世の細

濤等を検出した。

出上した遺物には,瓦・土器・

木簡・木製品 。加工石材等があ

る。 こを化らは主として SD 104・

105・ 110か ら出上している。

瓦には軒丸瓦・軒平瓦 。丸瓦 。

平瓦・隅平瓦があり,いずれも

本薬師寺所用のものと思われるo

軒丸瓦はすべて 6276Aで ある。

軒平瓦は三重弧文 6553・ 偏行

唐草文 6641J・ 変形忍冬唐草文 6647Cb・ 6647Dが 出土した。 この内,6647

cbは藤原官所用の 6647 Ca の徳型に一部彫り加えを施したものであり,66

47Dは 藤原宮所用のものと同億である。丸 。平瓦の大半は粘土板桶巻作り,平

瓦の凸面には右撚りと左撚りの細を交互に巻きつけた縄叩き目を残す例が多いて

土器には縄文式土器・弥生式土器・土師器・須恵器・ 瓦器がある。

木簡はこSD 104か ら3点出土した。その中の一点は「 伊□皮古 」と判読されるて

木製品には刀形木製品がある。刀身の大半を欠き,現存長約 20o72で ある。柄

の形状は蕨手刀に類似する。刀身は柄よリー段狭 くつ くっている。また,鏑地

に墨を塗ることによって刃区と区別している。柄の細部は墨線で表現する。

本薬師寺西南隅出土軒瓦 (縮尺 4分の 1)

加工石材は,通 称榛原石と呼

ばれる板状の石材の周縁を加工

して,方形の徳状にしたもので

あり,床土及び SX 107Bか ら

各 1点づつが出上した。
刀形木製品実測図 (縮尺
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今回の調査によつて,藤原京内で初めて大路の存在を確認するとともに,条

坊地割の施工に先立って本薬師寺の造営に着手した可能性の強いことが明らか

になった。最後に,現在までに明らかになっている,条坊計画線の交点と,宮

中軸線,お よび本薬師寺,大官大寺,他の京内諸寺院の伽藍中軸線の関係から,

藤原京条坊制に関する知見をまとめておきたい。

資料として利用できる地点,お よび伽藍中軸線は以下のとぉりである。 1.

今回の調査で明らかになつた,八 条大路と西三坊大路の交点, 2 第 7次調査

で検出した,五条条間小路と西二坊坊間小路 (いずれも計画線の官内延長部 )

の交点,3 第16次調査で検出した,,四条条間小路と西一坊坊間小路(計画線 )

の交点, 4.第 18次調査で検出した朱雀大路計画線の宮内延長部 (宮中軸線に

一致 ), 5 本薬師寺伽藍中軸線, 6 大官大寺伽藍中軸線, 7.紀寺の伽藍

中軸線,他。宮中軸線については,第 18次 (北面中門 )の 調査の結果,方眼北

に対し, 26/30″ 西偏することが明らかになっている。仮に,京条坊の振れが

この宮中軸線に一致するものとして,上記の各測点間の臣離を算定して,=坊
の長さを求めたものが別表に示したデータである。まず,条坊計画線を含む道

路関係では,官中軸線と西一坊坊間小路計画

線とから得られる一坊の東西長(C)が 273.7

p。 また。この西一坊坊間小路計画線と西二

坊坊間小路計画線から得られる一坊の東西長

(1)は 2608p。さらに,こ の二坊坊間小路と

西三坊大路によって得られる一坊の東西長(G)

は2616れ であり,三者の間にはかなりのばら

つきが認められる。このばらつきが,地割の

施工誤差によるものか,ま たは,朱雀大路と

西一坊坊間小路計画線の間をやや広くとり,

西一坊坊間小路以西をそれに対応してやや短

く施行するといった意識的な配分の結果に基

くものかについては,以上の数少ない資料か

,

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

4   3    2
坊

藤原京条坊略図

-53-



らは結論を得がたい。ただ, この問題を別にすれば,別表に示したA・ B・ D

oE各測点から得られる一坊の東西長,お よびK～ Mの測点から得られる一坊

の南北長は,い くらかのばらつきはあるものの, ほぼ 265れ 前後の数値を示し

ており,恐らく, この値が藤原京条坊の一坊の計画寸法を示すものと考えてよ

いであろう。

次に,伽藍中軸線についてみると,本薬師寺の両塔間中軸線と西三坊大路心

との距離 127.8れ は,平均値として得られる半坊の東西長 133p前後に比べ約

5れ も短 く,伽藍中軸線が西三坊の中心 (西三坊坊間小路 )に一致しない可能

性が強い。このことは,本薬師寺の占地が藤原京の条坊地割に先行するとみら

れる点からも十分考えられることであるが,逆に,西三坊坊間小路自体が,本

薬師寺伽藍中軸線に合せてつ くられた可能性もあり, 当該地の調査にその結論

を待つことにしたい。大官大寺伽藍中軸線からは,別表のデータ(E)に 示した

ように,一坊の計画寸法に比較的近似した値を得ているが,大官大寺中軸線が

東四坊坊間小路心に一致するか否かについては更に検討を要する。なぉ,藤原

点測 町 全  長 lIBrdさ 1切フ剪琵さ
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第 7 次～  〃
本薬師寺 C.L.～ 本 調 査
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１

　

７
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790.Op
397.6
136_9

6622
933.3
411.9
3924
6531
26o.8
127.8

928.6
1,1963
2677

131.7卵

1325
136.9

1324
1333
137.3

130.8
130.6

130,4
127.8

132,7
1329
1339

2633れ
265_1
273.7
264.9
266.6
274.6
261.6
261.2
260,8
255.6

265.3

265.8
267.7

藤原京条坊計測表

注 町は条坊制の 1坊の 1/2を示す単位として仮称した。本薬師寺C.L.は 両塔心礎の

中点 ,大官大寺C.L。 は講堂 ,紀寺C.L.ィ」南門から求めた。藤原官第 7次調査
は第 7次 と略示した。以下の各次も同様である。なお,紀寺の資料は,橿原考古学研

究所との共同調査の成果廷よる。
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宮造営前にその造営が進行していた紀寺については,別表の Fに示したょぅに,

伽藍中軸線は,条坊地割と無関係な位置にあることが明らかである。また,紀

寺南門前で検出された東西濤の位置も,八条大路北側濤推定位置から約7.5れ南

に寄っている。紀寺は藤原京条坊施行後も,そ の寺域や伽藍配置を大きく変え

ることなく存続しており,紀寺の寺地と条坊地割の施工との関連という点につ

いてなお問題を残している。

川 原 寺 の 調 査

(昭和 51年 1月 う

川原寺跡を東西に横断する県道に敷設される県営水道管埋設工事および,県

道に南接して設けられる明日石村 による降車場造成に関連して実施した事前調査

である。

水道管埋設工事に関連する調査では,昭和32年の第 1次調査で確認した南大

門前の玉石敷の参道と, これに直交する東西濤南肩の玉石列を再検出した (A

地点 )。 B地点では,石積みの井戸と思われる遺構を検出した。石積みは玉石

を約 4段積み重ねているが,大部分は調査地外にあり,全貌は明らかでない。

この他, CeD地点から礎石状の花開岩 2個 を発見したが,い ずれも造り出

しなどの加工は見られず,出 土状態からみると旧位置を保つものではないこと

が判明した。また,寺域外の E地点で石組みの東西濤を検出した。側壁は 0.5

～ 1駒 大の玉石を 3段に積んだもので,幅約 09卵 ,深 さ約1れ を測る大規模な

ものでぁる。濤を埋める砂層の状態からみて,相当の流水があったと考えられ

る。濤内から7世紀代の上師器,須恵器などが出上した。この濤は,あ るいは

川原寺下層で検出している暗渠に関連する遺構とも考えられる。

なお, この石組み濤と南大門参道の遺構は,工法変更によって保存されるこ

とになった。
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川原寺調査地点位置図

降車場予定地に設けた トツンチからは,花嵩岩礎石 1個を検出した。礎石は

地山を堀りこんだ掘形に根石を置いて据えており,旧位置を保っている。礎石

上面は平らで,造 り出しなどはみられない。礎石の周辺からは多量の瓦が出土

し,瓦葺きの礎石建物の存在することを示している。この礎石の掘形および前

述の井戸状遺構の掘形には,いずれも瓦片が混入していることから,創建時ま

で遡 る遺構ではないと考えられる。

今回の調査によって,従来空白地とされていた寺域南端に,建物などの存在

が確認された。これらの遺構の性格については, 今後の調査に委ねられる。
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表紙カット解説

この鬼板は、奥山久米寺塔跡付近で採集したものであ
る。全体のt/3あ まりの破片で、1現存部の大きさは縦24.5

働、横 20:5印、厚さ約3αである。復原すると縦約33側、

横37働程になる。紋様は、かつて奥山久米寺から出上し

たものと同一である。裏面はハケによちて平滑に調整し

ている。下端には弧状の決りがある。凍端に固定するた

めの装置はなぃ。下端の左右に換りのある鬼板は、わが

国では従来例を見ないが、降り棟に用いる鬼板として百

済にその例がある。奥山久米寺の例は、百済例を参考に

降り棟用の鬼板として復原したものである。


